

















































院的一鱗半爪〉を掲載し、小川人 川文書院にたいする印象のごく一耐を．比映した 九五 蘇利良氏は〈桔案hhy史学〉第五期に〈上海東亜川文占院述論》を発表し、一年余り後 一九九七年、単 泊初氏もまた同雑誌で〈試論束姫川文洋院的政治特徴
l兼与凶方教会大学比較〉を発表し
































り二十五行である。な録番号が表示してあり 時代順になっていて、卜則に始まる（第十次利光旅行？） すなわち十三期の学生は一九一三年入学し、一九一六年に調査旅行を行っている。故後は第二十九川で、一九三五年に調資 っており、二．卜．一則生、一九二二 年入学生である
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~：，主 入学年 旅行t 般告有名 卒ill'.年
第 l 期 1901 1902 1904 
第 2 矧 1902 1905 
第 3 J切 1903 1906 
第 4 期 1904 1907 
第 5 期 1905.8 1908.6 
第 6 J明 1906.8 1908 属域同爪 1909.6 
第 7 J羽 1907.8 1909 一日一倍 1910.6.26 
第 8 胤l 1908.8 1910 肱行i己念志 1911.6 
第 9 期j 1909.8 1911 孤帆双蹄 1912.6 
第)OJ羽 1910.8 1912 来此行 1913.6.29 
第ll!IJ 1911.8 1913 体雨伶t<l. 1914.6.28 
第12矧 1912.8 1914 同舟渡江 1915.6.27 
第13l切 1913.8 1915 暮云暁色 1916.6.25 
第14期 1914 .8 1916 凡餐雨宿 1917.6.24 
第15 ！羽 1915.8 1917 利捗大川 1918.6 ‘ 30 
第16！日l 1916.8 1918 虎t<l.；吃云 1909.6.29 
第17l切 1917.8 1919 （停止刊行） 1920.6 
第18矧 1918.8 1920 fl.射院前 1921.6 
第 19l!ll 1919 1921 虎穴it領 1922.6 
第20期l 1920.9 1923 金声玉振 1923.6 
第21 1羽 1921.5 1924 彩云光霞 1925.6 
第22！閉 1922.4 1925 来云騎月 1926.3 
品f'i23J日l 1923.4 1926 黄金行 1927.3 
;,'i24l!J 1924.5 1927 t又竿 1928‘ 3 
第25期 1925.4 1928 描銭 1929.3 
第26鰐j 1926.4 1929 足迩 1930.3 
第27！羽 1927 ゐ 4 1930 京南西北 1931.3 
第28!Ul 1928.4 1931 千山万竪 1932 マ 3
第29！日j 1929.4 1932 北斗之光 1933.3 
第301!/l 1930.4 1933 並鋼亜基拙 1934.3 
第31期 1931.4 1934 出府征服 1935.3 
第32期 1932.4 1935 湾問i曽 1936.3 
第33期 1933.4 1936 南腔北湖 1937.3 
第34期j 1934.4 1937 l礼明l~P牙吹 1938.3 
第35！閉 1935 .4 1938 靖~行 1939.3 
第361!11 1936.4 1939 大披行妃 1940.3 
第37期 1937.4 1940 （停止刊行） 1941.3 
第381!11 1938.4 1941 大隣庖陥 1941 .12 
第39期 1938.4 1942 大陪紀行 1942.9 
第40錨j 1939.4 1942 1943.9 
第411!/l 1940.4 1942 1944.9 
第42期l 1941. 4 1943 1945.9 
第43期 1942.4 1946.9.21 




台湾を排除し（主な原因はこの二つの地は早くに日本に併呑されて植民地となり、総督府が置かれ、自ら研究の条件と実力を有していた事・にある）、中国大陸 香港、マカオと南洋のみを研究し ので、学生の卒業調査報告には朝鮮と台湾をテーマと たものはなかったのである。彼らのなかに朝鮮籍や台湾籍の者がいて、しかも調売の時に朝鮮や台湾を経由したにも拘わらずである。上海東亜同文書院の校舎祉は、開校した明治三十四年五日から大正二年（一九一三）七月まで、上海の高
u日廟桂竪








植民地大学を紙本発展し、その他の学校から来た若干の教師と学生も吸収したのである。この年の十二月、あらたに予科一ー一一一年生の入学試験を行ったが、予科一年の試験参加者は百八十八人で、元東亜同文書院（大学）生五十四人、予科二年 白 人で、元東亜同文書院（大学）二一十七人、子科一一一年は行六人で、 は六 六であった。本来の特色を保持するため、中同研究を基本とする事を意図した。東亜同文書院（大学）最後の学長である本間出一は航鋭的に愛知大学の創建に参与し（後に第二代学長に就任）、翌年に の蔵書三万冊を受け継ぎ図書館の主体とした。東亜川文北川院（大学）の現地入隊（日本軍への参加を指す）学生は、一九四五年八月（日本が降伏した月）二十日に漸次復員し、一二百人に達した
D
八月末、これ等の学生は
一九三七年十月に元の校合が焼かれた後占有した上海交通大学（交通大学は戦争勃発 より後方へ移転）で復 式を挙行した。程なく、上海交通大学は同文書院に対し校舎の引き渡しを要求したので、塑年二月末に東亜川文書院の学生たちは虹口地区に集結し、日本人青年会館で集団生活を過ごしながら、ここで一九四六年二月十八日 大学創立者の荒尾精五十年祭 恨津一二十年忌法要などを挙行 。法要後、同大学出身者の同窓会
l福友会は大学の存廃問題
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た。東亜同文書院学生は毎年夏季に、全員中同各地へ赴いて実地調査し、旅行日誌や調査報告を書くことになっていたので、これを知る者にとっては最高の価値があると考えられる。東亜同文書院の後身である愛知大学には、現在一九三五年以前の旅行日誌や調査報告のみを所蔵するので、戦後日本の福友会（ 校友会）が刊行する旅行日誌には一九三五年以前のものがない問。一九三五年以後の旅行日誌や調査報告は筆者の中 における探査目標としたものであった。筆者が北京凶書館で発見した、比較的完全に揃っている一九四三年以前の東亜同文書院（大学） 旅行日誌や調報告及びそ 他の書院資料は、日本敗戦 一年後、国民政府が南京に移したも で、後に北京に転送したものである解放後この多くの資料は柏林寺 あり、一貫 て未公開であり、一九八二年に筆者により発見さ あった。筆者は十余年の時間を費やしてこの多くの資料を研究 、あわせて中国のその他の可能な場所で東亜川文書院（大学）の資料があるかどうか探した、例えば上海 南京などの各主要図書館を探訪した 、旅行
H誌や調査報告の複写本、
及びそ 他の書院資料などは未発見であった。目下北 凶書館だけに比較的完全な収集保存があるのを見ると、昭和十年以前のも はすでに愛知大学が収集保存してい で、ここでは昭和十一年から十八年（ 三六
l四一一一）の八年





































監獄、裁判所状況を実地湖水比した報行） 教綬原一郎 〈市京・蝉州研究旅行日誌〉（片．曲、 枚 教授と川じ原稿川紙を使用し、青インク ペンで書いてあり 一九四一年十月十六
l二十五日の期間）がある。類似の〈研究旅


















































十三．〈東亜同文書院新入 招見式〉（一九三 年四月十四日）、十四．〈東亜同文書院大学学則〉（ 九三九年）、十五．〈東亜同文書院大学職制〉、十六．《東亜同文書院支那研究部概要〉（一九四 七．〈東亜川文書院大 東亜研究部内規〉（一九四二年、油印本）、十八．〈東亜川文持院大学東亜研究部部則〉（ 九州二年 タイプ打ち）、九．〈東亜同文市川院大学東亜研究部部則、細則 規定〉（一九間二年）。さらに一部分の資料が未笠録である。三、東亜同文書院（大学）研究上の資料価値東亜同文書院は一九
O
一年に上海に開設以来、主に募集




大学は占用していた交通大学校舎を追い出されて白然に廃校となった。しかし、この基礎 上に後に台北帝凶大学（在台北）や朝鮮の京城帝同大学（京城すなわち現在のソウル）などの、その他 椀民地大学を合併して、戦後日本に愛知大学が成立したのである。 たがって愛知大学は東亜同文書院の直接 後身と見倣されるのである。一九三五年以前の東亜同文書院学生の旅行日記と報告複写本は、愛知大学に大体完全に収集保存され、千古き 詳細なけ録も作られたが、一九三五年以後のは一附もない
G
これは一九州五年
のアメリカ市による爆撃と川本 外務行資料 峻収によるものである。しかし北京同舟館には一千舵以上所蔵されいて、内符は日本が占領した巾同内地や南洋を除くと、今日の内蒙十日、台湾 海南島、東北一一．省、骨港、マカオなどの省区を含む辺境地区に閲するもので、総数 約三分の一を占めており、大変貴重なものである。こ 多く 辺境地区に関する旅行日記や報台複写本、及びその他の市院に関する資料は今日の ．
KM
一分に基づいて分析し紛介山米るの


























た調査報告に 一定 内容と地域の比重 あり しかも適宜公開しなければならないもので 数量も全報持のなかの少数を山めるのみであるという事 ある。したがって未刊行の版行には少 からぬ注目すべき側航が るのである
D
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が、この調査報告への理解、特に具体的日時と資料 出所は、欠かしてはならないのである。したがって筆者は適当な場合には れ等の公開刊行された報行の日誌の背肢をも紹介するが、千稿報告も当然例外 はない。け誌は一般的に比較的鋭く 報許 比較的長いが、一九一一一八年と一九問：一年の報行は鋭い。しかもそ 間のも は長く、川本・在草軍事勢力の増減の書院への影響を反映したものである調査報告と
H誌の絶対多数は一人で書いたものだが、少
数の調先制限行は復数で品川 たも ある。 かし日誌を汗く時は多くは一人一人になり 数人で書いたも 極めて少ない
c
この時期、計院には桜く少数の中凶入学生や朝鮮
入学生がいたが、小川 の調査報行と日誌を我々は発見していない。朝鮮入学生 日本名を使用している者が り、彼らの少祉の日本語の調資報告と日誌はこれに収録されている。探交の困難により、情不おが十余年の時間を貨やして見た千余種 学生調査報告と日誌は、実際の学生の人数らすると約半数にしか らない割合であり、今後、さらに多くの発見があるかも知れな 。 の調査報合と日誌は
一九問．一．年の手前以外は、絶対多数が複写本である。準有が見た教師の旅行日誌は全て千稿で、しかも報告は絶対多数がすでに書院の刊行物として発表し公開 た のである。少泣の占院資料は油印である。この時期、相当の書院学生の調査地は偽注精衛政権地区であったが、彼らの日誌から見る 、偽満洲国や家制政権









































































( ?( 16) (1 日 (1 心 (13) (12) (1) 
一寧波と庭門の錫箔業二．蘇州の靖氏族譜と杭州の許氏族議





































































































































































































で、しハ一年から北京の夕刊紙のコラム欄に連載した ですが、銚丈一応に呉晴「海瑞罷官」とともに毛沢東思想に反したとして批判されたものです。彼は丈依・開始とともに監禁され、死罪で死んでいます。この文阜と「二一家村札記」から文を選んで翻訳 、毎日新聞社刊と るにも気を使ったのです。紅衛兵騒動、以日比ハ友好勢力 策動が始まった六六年（昭和問一年）秋で た。文章内容は中国の古典故事を随所に盛り込み レベルが高いのでありま 』
